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大和葛城山源流巡りの記録（９５９ｍ）                    

今日のハイキングは源流巡りです。奈良は山に囲まれており、大きな川は南の吉野川、北の木津川・大和川です。奈

良市内には佐保川が流れているだけです。飲料水に不足しています。その為南の吉野川から水を引き込んでいます。 

今日登る葛城山は葛城川の源流域になります。９００ｍを越す高い山に降った雨水は谷を流れ麓の葛城川に流れこみ

やがて大和川へ注ぎます。山頂近くの源流を見てきました。 

 

 １：日  時   ２７年１１月５日（木） 9時30分 御所駅集合  天気 晴れ 7.1ｋｍ 15950歩 

 ２：持ち物    弁当、水筒、雨具、ストック、スッパツ、その他 

 ３：参加者    浅野、児玉、万井、石原、大石、並木、杉谷、藤井、後藤、坂根、日景、前野、前窪、金戸、 

杢三 

 ３：行  程   御所～ロープウェイ乗り場前・・登山口・・櫛羅の滝分岐・・二ノ滝分岐・・水源地分岐・・山

頂・・下山口分岐・・水源地分岐・・二ノ滝分岐・・櫛羅の滝分岐・・ロープウェイ乗り場前～

御所駅（解散） 

４：経  路   下の地図参照 

   御所駅に到着 

 

 御所駅からロープウェイ乗り場

前までバスに乗ります。料金は

290円でした。（9時40分発） 

 ロープウェイ乗り場前で歩いて

登る人とロープウェイに乗る人に

分かれました。 

 登山道は右手の舗装された車道を歩いて行きます。するとゲートがあります。この頃は何処の山にもこのようなゲー

トを設けています。イノシシが里に下りてこないようにするゲートです。

何処の山に行ってもこのようなゲートが見られるようになったのはイノ

シシ等が増えているのです。 

 しばらく歩くとここから本格的な山道となります。しばらくは平坦で

すが、直ぐに急坂になります。10 分ほどで櫛羅の滝分岐に着きました。

時間があるので、滝を見に行きます。櫛羅（くじら）珍しい読み方です。

いわれを書いた標識があります。櫛羅滝の水が葛城川となっていきます。 

櫛羅滝から道は階段の急坂になってきます。今回の1番目の難所です。

ここを登り切ると二ノ滝分岐は間もなくです。二ノ滝分岐で、滝を見に

行く５人と直登する人に分かれました。分岐から 350ｍほどの所に二ノ

滝がありますが、急な下り坂で少々危険です。 

 

     イノシシよけゲート 

二ノ滝分岐からしばらく快適な山道ですが、すぐに急坂の階段道が待っています。さらに、沢沿いを歩きとなります。

また、崩壊している道にはところには巻き道があります。ここを通り抜けるとやっと山らしい快適な道になります。大

きなミズナラの樹木があります。ドングリをたくさん拾いました。 



   二ノ滝にて              急な階段道              櫛羅の滝 

 やっとの事で水源地に着きました。ここから山頂までは間もなくです。山頂近くの展望台から以前に登った大和三山

が見えていました。畝傍山が一番近くにあります。 

 ロープウェイで登った人と合流し、展望を楽しみながら昼食にしました。昼食後、全員で山頂を目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        畝傍山が                     昼食後山頂へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        水源地分岐 

 

 

        山頂での記念写真 

 バスの時間もありましたので、下山は全員ロープウェイで下りま 

した。 全員怪我もなく例会が終了しました。 感謝 感謝 

 

 次回の源流巡りは12月10日(木) 高御位山です。 

ＪＲ曽根駅に10時集合です。 


